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これに i{l;拠 した水辺を伴う屍上出1~11 (ピオト
ープ)を本船出上に整備していくことと したい。


















































































































表 1 屋上に使!日する主な資材の比if(fj) 
資材の種類 比重(約)
自然土壇 1.6... 1.8 
改良土場 1.1 . 1.3 




火山砂利 0.8 ...1.0 
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コスモス ヨド耐寒性一年草 τ_j 
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a. 1年 b.2年 c. 3年 d. 4年
Q2.本館屋上に行〈鋪度を教えてください
a.毎日 b.週1-2固 C.月t回程度 d.ほとんどない e.全くない
-d.またはaを遺んだ人は07.からの回答をお願いします
Q3. 使用目的を教えてください
a.休息 b.喫煙 C.勉強 d.昼食 e.ピオトープの観賞
まその他
Q4. 使用時間帯を教えてください
a. 9-11時 b. 1時-13時 c.13時-15時 d.15時-17時 e.休み時間毎
王その他 { 
Q5. 滞在時間を教えてください













































































































































































究報告第31号、 1・6 (2005) 
-82ー
